
令和８年５月２６日 

教 育 総 務 課 

 

令和８年第１回区議会定例会及び予算特別委員会における質疑について 

 

１．議会日程 

（１）令和８年第１回区議会定例会 

会  期： 令和８年２月１８日（水）～３月２７日（金） 

① 代表質問 ２月１８日（水）・１９日（木） 

② 一般質問 ２月１９日（木）・２０日（金） 

 

（２）令和８年予算特別委員会 

  審査日程： 令和８年３月５日（木）～３月２３日（月） 

① 総括質疑       ３月 ５日（木） 

② 文教委員会所管質疑  ３月１８日（水） 

③ 補充質疑       ３月２３日（月） 

 

２．世田谷区のホームページにおける閲覧等 

区議会本会議及び予算特別委員会における全ての質問及び答弁については、世田谷

区ホームページ上の「世田谷区議会」の「議会中継」又は「会議録検索システム」に

て閲覧可能です。 

※「会議録検索システム」における質問及び答弁については、予算特別委員会の分は

６月上旬公開予定。 

※令和８年第１回区議会定例会における教育（文教）領域の主な質問・答弁の要旨に

ついては、別紙のとおり。 
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　【 別　紙 】

＜代　表＞ ※敬称略

項　目 会　派 質問者 答弁者 質問要旨 答弁要旨

日本版ＤＢ
Ｓの運用方
針

自　民 加藤　たいき 学校教育
部長

性暴力を決して許さない社会の構
築は区の責務だ。子どもと関わる職
に就く者の性犯罪歴を確認する日
本版ＤＢＳを運用し、現教職員の照
会などを適切に進めよ。

国の指針などを基に適
切に検討を進め運用を
図る。

塾ありきの
学校教育の
改善

自　民 加藤　たいき 教育長 区立中の授業についていくために
塾に通う生徒がいる現状を是正す
べきだ。指導体制を改善し、学校教
育だけで基礎学力が確実に身につ
くよう教育の質を高めよ。

協働的な学びや個々
の習熟度に応じた指導
の充実を図る。

学習用タブ
レットの適
正利用

自　民 加藤　たいき 教育総合
センター長

学習用タブレットを悪用したいじめ
や盗撮などを防ぐため、適正利用を
促す対策が必要だ。フィルタリング
機能を整備し必要最小限の範囲で
利用状況を把握せよ。

当該機能の整備など、
安全な環境づくりに努
める。

配慮を要す
る子どもへ
の支援充実

自　民 加藤　たいき 学校教育
部長

インクルーシブ教育支援員が質の
高い支援を提供するには児童生徒
との継続的な関わりが不可欠だが、
制度上３年しか同一校で勤務できな
い。勤務年限を見直せ。

配置転換の影響も考
慮し柔軟な制度運用に
取り組む。

日本文化に
触れる機会
の創出

公　明 河村　みどり 教育政策・
生涯学習
部長

多文化共生社会の進展を踏まえ、
区が創設した教科「日本語」を通じ
て日本や世田谷の文化を体感でき
る場を整えるべきだ。区立図書館に
専用コーナーを設置せよ。

教科「日本語」に関す
る資料の更なる充実に
努める。

インクルー
シブ教育の
将来像

立憲無 桜井　純子 教育長 区は「共に学び、共に育つ」を教育
の土台とする一方、特別支援学級
の全校設置を計画している。インク
ルーシブ教育の実現に向け、区は
将来像をどう描いているのか。

将来的には学校全体
で共に学べる取組を重
ねるのが大切だ。

令和８年第１回区議会定例会（代表・一般）における教育（文教）領域の主な質問・答弁の要旨

1

2 



　＜一　般＞ ※敬称略

項　目 会　派 質問者 答弁者 質問要旨 答弁要旨

いじめを
行った児童
生徒への対
応

風 つるみ　けんご 学校教育
部長

いじめを受けた児童生徒が安心し
て学校に通えるよう、いじめを行った
児童生徒に対して別室登校や出席
停止の措置を適切に講じるべきだ。
区の見解を示せ。

いじめ防止に係る条例
制定に向けた議論の
中で検討を進める。

包括管理業
務委託の実
効性の担保

自　民 河野　俊弘 教育政策・
生涯学習
部長

学校施設の包括管理業務委託の実
効性を担保すべきだ。地域をよく知
る区内事業者への再委託状況など
を継続的に点検し、運営事業者に
着実な改善を働きかけよ。

定期的に状況を確認し
運営事業者と意見交
換や協議を重ねる。

不登校支援
の情報発信

自　民 河野　俊弘 教育総合
センター長

情報格差是正に向け学校内外で実
施する不登校支援の取組を家庭に
分かりやすく伝えるべきだ。相談か
ら支援につながるまでの手順を明確
化し、丁寧に周知せよ。

相談機関の役割や連
絡方法、支援内容の周
知などに努めていく。

尾山台地区
の水害対策
の強化

自　民 山口　ひろひさ 教育政策・
生涯学習
部長

尾山台地区では豪雨による浸水被
害が続いており、対策は急務だ。水
害が頻発する道路に面する尾山台
中に雨水貯留施設を設けるなど、抜
本的な対策を講じよ。

学校改築の機会を捉
えて、雨水貯留槽の設
置などに取り組む。

学校での子
どもの紫外
線対策

立憲無 みや　かおり 学校教育
部長

紫外線から子どもの目を守るために
は屋外活動が多い学校生活での対
策が重要だ。サングラスなどの紫外
線対策について、教育委員会が指
針を示す考えはあるか。

対策グッズの使用に制
限はないため各校に柔
軟な判断を促す。

子どもの通
学路の安全
確保

立憲無 みや　かおり 教育政策・
生涯学習
部長

教育委員会では通学路の安全を確
保するため危険箇所の点検を行っ
ているが、点検後に改善されなけれ
ば意味がない。土木部と連携し速
やかに安全対策を講じよ。

点検段階から連携を行
い安全な登下校環境
の整備に努める。

学校での健
全な財務運
営の実現

国都民 そのべ　せいや 教育政策・
生涯学習
部長

学校物品をＰＴＡからの寄附や教職
員が自腹で賄う現状を是正すべき
だ。学校に予算の権限を一部移譲
し、現場の裁量で柔軟に物品を購
入できる仕組みを整えよ。

予算制度上の制約も
考慮し、現場の声を聞
き慎重に検討する。

学校での快
適なトイレ
環境の整備

公　明 高橋　昭彦 教育政策・
生涯学習
部長

子どもが快適な学校生活を送る上
でトイレ環境の改善は重要であり洋
式化と温水洗浄便座の設置を進め
る自治体は多い。区も改築を待たず
に全校で導入を進めよ。

トイレ改修に合わせて
温水洗浄便座の設置
を検討していく。
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　＜一　般＞ ※敬称略

項　目 会　派 質問者 答弁者 質問要旨 答弁要旨

区立小中学
校への冷水
機の設置

公　明 高橋　昭彦 教育政策・
生涯学習
部長

私は学校での熱中症対策に有効な
冷水機の設置を求めてきたが、実
現しないまま10年が経過した。昨今
の命に関わる酷暑を踏まえ、早急に
全小中学校へ設置せよ。

全ての小中学校に１学
期中に設置できるよう
準備を進める。

子どもの権
利を尊重し
た教育実践

国　際 神尾　りさ 教育総合
センター長

桜町小では「はじめに子どもありき」
の理念を基に、子どもが教師と共に
主体的に学びを探究する活動が３
年間実践されてきた。本取組の意
義と今後の展開を示せ。

子どもの権利条例を具
現化した意義深い取組
であり拡充する。

教員が安心
して働ける
環境づくり

生　ネ 関口　江利子 学校教育
部長

区立中で生徒の暴言により教員が
休職する事案が発生した。心理的
な暴力を含めトラブルが生じた際に
教員を守れるよう、学校が組織的に
解決を図る体制を築け。

学級で生じた問題に組
織的に対応するよう校
長会で指導する。

学習活動へ
のイヤホン
の活用

国都民 佐藤　美樹 教育総合
センター長

読み書きが苦手な子どもへの支援
に自動読み上げ機能を有するアプ
リの活用が有効であり、タブレット端
末と併せてイヤホンの導入が必要と
考える。見解を示せ。

今後様々な学習活動
にイヤホンを活用した
いと考えている。

自己管理能
力を育てる
教育の推進

自　民 畠山　晋一 教育総合
センター長

ネットの長時間利用により心身の健
康や学習意欲への影響が懸念され
る。ＩＣＴ教育において依存のメカニ
ズムへの理解促進や、自己管理能
力の育成に注力せよ。

学校ではＩＣＴリテラ
シーについて継続的
に指導している。

顧問教員に
よるハラスメ
ント事案

改　革 桃野　芳文 学校教育
部長

区立中で生徒が部活動引退後に民
間クラブへ入会することに腹を立て
た教員が、指導を拒否し志望校へ
の進学を諦めさせる事案が発生し
た。当該教員を処分せよ。

当該教員の指導や言
動は不適切であり、厳
正に対処していく。

ネット利用
に潜むリス
クへの認識

自　民 坂口　賢一 学校教育
部長

デジタル機器の普及は子どもの学
びや余暇を支える一方、オンライン
カジノなど違法性のあるサービスに
接触するリスクを伴う。学校現場に
おける課題認識を示せ。

家庭や地域、関係機
関と連携し対応する必
要があると考える。
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